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B 型肝炎ウイルス（HBV）感染者において重篤な肝炎を引き起こす D 型肝炎ウイルス
（HDV）の診断における抗体検査の有用性を、システマティックレビューとメタ解析
によって明らかにしました 

 
 

論文掲載  

 
【本研究成果のポイント】 
 D 型肝炎ウイルス(HDV)の感染診断において、抗体検査が有効であることを明らかにしました。 
 専門的な設備や技術が乏しい地域でも、HDV の感染を早期に把握できるようになることが期待され

ます。 
 
【概要】 
 広島大学 大学院医系科学研究科 疫学・疾病制御学 Golda Ataa Akuffo 氏（博士課程後期）、KoKo

助教、杉山文講師、田中純子特任教授らの研究グループは、HDV 抗体検査の診断精度を評価すること
を目的としたシステマティックレビューとメタ解析を実施しました。 

 その結果、HDV IgG 抗体の感度は 97.4%、特異度は 85.0%と高い精度を示し、HDV のスクリーニ
ング検査に有効であることが示されました。 

 本研究は広島大学肝炎・肝がん対策プロジェクト研究センターおよび JSPS 研究拠点形成事業 B.アジ
ア・アフリカ学術基盤研究（課題番号 JPJSCCB20210010, JPJSCCB20240009）の支援を受けて
実施されました。 

 本研究成果は、「Scientific Reports」誌に掲載されました (2024 年 8 月 9 日)。 
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【背景】 

 D 型肝炎ウイルス（HDV）は、B 型肝炎ウイルス（HBV）の感染者にのみ感染し、感染者の肝機能を
著しく悪化させます。そのため、近年世界保健機関(WHO)は、すべての慢性 HBV 感染者に対して
HDV のスクリーニング検査を推奨しています。 

 HDV 感染診断において、ウイルス自体を検出する PCR 検査が最も正確ですが、費用や技術の制約で
利用できない国や地域もあります。一方、HDV 抗体検査は（※1）は比較的簡便で広く利用可能で
す。 

 しかし、HDV 感染診断における HDV 抗体検査の精度については、これまで十分明らかになっていま
せんでした。 
 

 
【研究成果の内容】 

 本研究では、HDV 抗体検査の診断精度を評価することを目的として、システマティックレビューお
よびメタ解析（※2）を実施しました。 

 複数の学術データベースから抽出された 6 つの研究を分析した結果、HDV IgG 抗体（※3）の感度
（※4）は 97.4%、特異度（※5）は 85.0%と高精度であり、HDV の信頼性の高いスクリーニング
手法であることが明らかになりました。抗体検査は、専門的な技術や設備資源の乏しい地域でも有効
に活用できます。抗体検査を用いたスクリーニング検査を導入することで HDV 患者が早期に適切な
治療に繋がり、治療効果や予後の改善が期待されます。 
 

 
【今後の展開】 

• WHO は 2030 年までに世界の B 型・C 型ウイルス性肝炎を排除することを目標として掲げていま
す。HDV は HBV 慢性感染者において肝硬変・肝がん・死亡のリスクを高める因子であるため、
HDV スクリーニング検査による早期発見が必要です。 

• 当研究室では現在、HDV 抗体をより高精度に測定するために独自の ELISA 法（※6）の開発に取り
組んでいます。 

 

【用語解説】 

（※1）HDV 抗体検査 
D 型肝炎ウイルス（HDV）に感染しているかどうかを確認するための検査で、HDV に対する抗体
（体がウイルスに対抗して作る物質）を検出します。 
 

（※2）システマティックレビューおよびメタ解析 
多くの研究結果を集めて体系的に評価する方法で、システマティックレビューは文献を網羅的に調べ、
メタ解析はその結果を統計的にまとめて分析します。 
 

（※3）HDV IgG 抗体 
HDV に感染したときに体内で作られる抗体の一種で、特に⾧期的な感染の指標として用いられます。
IgG は感染後しばらくしてから産生される抗体です。 
 

（※4）感度 
検査で病気にかかっている人を正確に見つけ出す能力のことです。感度が高いほど、病気を見逃しに
くくなります。 
 

（※5）特異度 



検査で病気にかかっていない人を正しく判断する能力です。特異度が高いほど、誤って病気と診断さ
れることが少なくなります。 
 

（※6）ELISA 法 
酵素を使って抗体や抗原を検出する検査法で、広く使用されている信頼性の高い方法です。抗体やウ
イルスの存在を色の変化で確認します。 
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